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１． まえがき 

現在，多様な IoT デバイスが普及し，クラウド環境も個

人レベルで利用することができるようになっている．この

ような背景のもと，多様な IoT デバイスを導入し，様々な

IoT アプリケーションを展開するスマートシティが色々な

分野で注目されている．しかしながら，現状，アプリケー

ションプロバイダーにとって，新規にスマートシティにて

サービス展開をする際，個別に IoT デバイスの導入やクラ

ウド環境の整備が必要不可欠となっている．また，複数の

IoT プラットフォームの標準化も進んでいるが，相互に連

携・協調することまでは考えられていない．そのため，ア

プリケーションプロバイダーは，各 IoT プラットフォーム

に対応したサービスを実装する必要がある．結果的に，サ

ービスの導入や管理・維持に対するコストが増大する懸念

があり，持続性のあるサービスを展開するためには，低コ

ストで簡易に IoT アプリケーションを展開することが課題

として挙げられる．この課題を解決するために，本稿では，

筆者らが研究開発を進めているスマートシティアプリケー

ションに拡張性と相互運用性をもたらす仮想 IoT-クラウド

連携基盤の研究開発（Fed4IoT）[1]について紹介するとと

もに，本プロジェクトにおける ICN の適用可能性について

概説する． 

図 1. Fed4IoT プラットフォームのアーキテクチャ（初版）．
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２． Fed4IoTプロジェクト 

Fed4IoTプロジェクトは，総務省 SCOPEの日欧国際共同

研究として採択され，日欧の双方のスマートシティに対し

て，相互接続性および相互連携を実現するための IoT 基盤

の研究開発である．特に要素技術として，「IoT デバイス

仮想化技術[2]」および「コンテキスト情報共有技術」が挙

げられる．IoT デバイス仮想化技術では，異なる IoT プラ

ットフォームやアプリケーションが提供している IoT デバ

イスについて，その生成するデータから処理機能までを共

有する技術である．コンテキスト情報共有技術では，各

IoT デバイスが生成するデータのみならず，そこから生成

されたコンテキスト情報（セマンティック）を異なる IoT

プラットフォームが提供するデータ構造を吸収しつつ共有

する技術である．これら二つの要素技術を兼ね備えたプラ

ットフォームをユーザ（あるいはアプリケーション）ごと

に，仮想 IoT プラットフォームとして提供することを目的

としている．図 1に Fed4IoTのアーキテクチャ初版[3]を示

す． 

３． ICNの適用可能性について 

 現在，標準化が進んでいる IoT プラットフォームでは，

主にデータ取得用のプロトコルとして，HTTP ベースの

REST か Pub/Sub ベースの MQTT が一般的である．しかし

いずれのプロトコルもデータ転送を中継するための IoT ブ

ローカーを介することが必須となっており，集中制御型の

プロトコルと言える．各スマートシティが生成するデータ

を共有するために，IoT ブローカーを介することとなると，

ブローカーを分散配置したとしても根本的には集中制御型

であるため，ブローカーの負荷が甚大となる恐れがある．

より効率的に，低負荷で各スマートシティのデータ転送を

実現するためには，自律分散型の ICN プロトコルが適して

いると期待できる． 

４． 今後の展望 

 筆者らは，スマートシティ間がやり取りするデータ（コ

ンテキスト情報）のプロトコルとして，ICN への期待を示

した．今後の展望として，ICN プロトコルの利用について，

単なるデータ取得のために利用するだけでなく，ネットワ

ークに対して名前（あるいはトピック）を用いて要求する

ことで処理を実現するネットワーク内処理やさらには，名

前を利用した IoT アプリケーションの自動構築を狙ってい

る． 
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